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今
、
国
や
自
治
体
が
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
課

題
「
行
政
改
革
」。

経
費
削
減
に
励
む
一
方
で
、
少
子
・
高
齢
化
や
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
、
行
政
は
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
春
日
市
は
、
何
を
ど
の
よ
う

に
改
革
し
て
い
く
べ
き
か
を
示
し
た
指
針
「
春
日
市
行

政
改
革
大
綱
」
を
昭
和
63
年
に
初
め
て
作
成
し
て
以
来
、

3
回
（
第
2
次
〜
4
次
）
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
見
直
し

な
が
ら
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
改
革
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
を
も
と
に
、

平
成
15
年
度
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第4次行政改革大綱
｢真に必要なサービスを市民とともに実現する｣ことを目的に、平
成14年11月に策定。厳しい財政状況を市民に理解してもらい、市民
と行政職員一人ひとりが主体となって、まちづくりに携わっていこ
うというもの。
また、10年間のまちづくりプラン｢第4次春日市総合計画（平成13
～22年度）｣と連動しており、この計画に掲げる将来都市像「輝き
ふれあい　安らぎの都市

ま ち

」実現のための基本姿勢｢協働｣｢経営｣｢広域｣
の3つをこの大綱でも行政改革の柱とした。
なお、この改革を進めるにあたり、常に考慮しなければならない3
原則として、「より少ない経費で一定の成果をあげること（経済性）」、
「一定の経費の中でより効果的な成果を上げること（効率性）」、「一定
の経費の中で、市民欲求や目的に合った施策や事業となっているこ
と（有効性）」を掲げている。

―
「
輝
き
　
ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市
ま

ち

」
を
目
指
し
て
―
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3 経経済済性性・・効効率率性性・・有有効効性性
協働の推進

情報の共有化
○出前トーク「市長と語る」

33地区と全体トークを
行い、計1,017人が参加。

○職員出前講座「あすか塾」
53講座を登録。14件の
講座を出前し、計1,241人
が参加。

○多様な媒体や場面におけ
る情報提供
携帯電話メール機能を

利用し「防犯情報メール
配信事業」の実験を開始。
登録者計300人。

協働を推進する体制の整備
○市民活動支援センター

旧須玖保育所の施設を
活用しての設置が決定。
現在準備中。

広域連携の推進
広域連携を強化
○筑紫自治会館設置

筑紫自治振興組合事務
所、筑紫地区による精神
障害者生活支援センター
「つくしぴあ」、介護認定
審査会事務局事務所を設
置

○スポーツ施設相互利用
平成17年4月の福岡都市
圏内スポーツ施設の相互
利用開始に向けて方針決
定。現在準備中。

地域経営の推進
市民志向への転換
○税金の使い道を分かりやすく情報提供
行政評価のヒアリングが完了した事業の総括を公開。

○市の附属機関への市民参加の推進
○市民懇話会の設置（平成16年7月発足）
経営資源を有効に活用
○税収の確保
市民税徴収率97.38％（対前年比0.49％減）
固定資産税徴収率96.70％（対前年比0.23％減）
国保税徴収率89.69％（対前年比0.20％増）

○新たな財源の確保
自衛隊基地を地方交付税に反映させるよう国に要
望。結果不採択。

○民間委託の実施
公設公営保育所の運営と
小学校の給食調理の民間委
託を平成18年度開始に向け
て準備中。

○ごみ処理費用の見直し
「循環型都市づくり行動計画」策定に向け、ごみの
減量化、再資源化、適正処理の方策の答申を受ける。
また、パブリックコメントも実施。

○補助金の見直し
補助団体の運営状況を精査し、44事業3，500万円
を縮減。

○人材（職員）育成
職員提案制度を実施（自由提案11件、改善報告45件）
自主研究グループ活動（3グループが登録）

行政の体制を整備
○行政評価の制度の推進
各事業調書をもとに、7部110事業の所管ヒアリン
グを行い、事業の方向性を示した。

○経常収支比率　86.5％（対前年比1.1％増）
○市債残高　567億9,317万円（対前年比12億741万
6,000円減）

○電子自治体構築
電子申請など電子自治体の構築に向けて「情報化基
本計画」を策定。

真に必要なサービスを市民とともに実現

輝き　ふれあい　安らぎの都市
ま ち

かすが

問い合わせ先 行政管理課
1(584)1111 5(584)1145

※　詳しい内容は、市役所情報公開コーナーでみるこ
とができます。
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入賞作品決定！
夏祭りスナップ写真コンテスト

入賞作品決定！
昨年に引き続き行った｢夏祭りスナップ写真コンテスト｣の

入賞作品が決定しました。

平成13年に初めて行ったこのコンテストも今年で4回目。

市内で行われたさまざまな祭りの写真が寄せられました。

「おみこし　ワッショイ！」

松本
まつもと

佐登美
さ と み

さん（下白水南）
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「ふたりであ～ん」

齋藤
さいとう

康弘
やすひろ

さん
（白水ヶ丘）

入　選

「
子
ど
も
み
こ
し
　
わ
っ
し
ょ
い
！
」

中
村

な
か
む
ら

伸
久

の
ぶ
ひ
さ

さ
ん
（
春
日
公
園
）

「夕焼のあんどん祭り」
藤原
ふじわら

智子
と も こ

さん（春日公園）

「俺が一番だ！！」
松本
まつもと

佐登美
さ と み

さん（下白水南）
「日の出町子供みこし」
児濱
こ は ま

太
ふとし

さん（大和町）

「祭りの夜」
深江
ふ か え

昭三
しょうぞう

さん（千歳町）

「大当りー」
原田
は ら だ

永年
ながとし

さん（小倉）

「暑さに負けずフラダンス」
平山
ひらやま

清稔
きよみ

さん（紅葉ヶ丘西）
「炭坑節で踊ります」

谷本
たにもと

昇一
しょういち

さん（紅葉ヶ丘東）

審査員の声
寺崎直利さん（春日市郷土史研究会）
祭りでの人々の表情を、うまくと

らえた写真が多く見られました。子
どもからお年寄りまで笑顔いっぱい
で、見ているだけで楽しくなる作品
ばかりでした。
また、前を向こうとする意思と、

演技者の真剣さが印象的でした。
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希望者を対象に、インフルエンザの予防接種を行

います。

指定の各病医院に予約してから受けてください。

対象（いずれか）

市内に居住する65歳以上の人

市内に居住する60～64歳の人で、心臓や腎臓、呼

吸器に重い障害がある人、またはヒト免疫不全ウ

イルスによる免疫機能の重い障害がある人（いず

れも身体障害者1級程度の人で、健康課に事前連絡

が必要）

接種期間 10月15日(金)～平成17年3月31日(木)

料金 1,000円

※　生活保護を受けている世帯や市県民税非課税の

世帯の人は接種は無料です。事前に健康課または

高齢障害課で手続きしてください。ただし、同じ

世帯で未申告の人がいる場合は申告が必要です。

なお、1月1日以降に転入してきた人は、非課税

証明書を持ってきてください。

問い合わせ先 健康課
1(501)1134 5(501)0051

市からのお知らせ�
12月までの接種をお勧めします

高齢者インフルエンザ予防接種

指定病医院一覧�

病医院名� 電話番号� 病医院名� 電話番号�

荒牧内科医院�

伊藤医院�

上田胃腸科内科医院�

円入橋胃腸科外科医院�

大西内科クリニック�

岡部病院�

岡本内科医院�

おの子どもクリニック�

かくた小児科医院�

春日原診療所�

かわらだクリニック�

城戸整形外科クリニック�

桑野整形外科医院�

くぼた小児科医院�

さかい耳鼻咽喉科医院 �

榊原内科小児科医院�

四宮医院�

陣の内脳神経外科クリニック�

武末内科医院�

たけの内科クリニック�

内藤内科医院�

501-1158�

582-3555�

591-5963�

596-2110�

595-2001�

573-5885�

595-6608�

501-2323�

574-6168�

581-0174�

583-9678�

513-5002�

571-3361�

595-0822�

586-1450�

572-3111�

581-1314�

582-3232�

581-8050�

593-0500�

591-8887

591-1123�

575-5050�

583-7178�

591-1231�

572-0343�

573-6622�

582-8282�

584-5553�

582-1478�

584-1470�

596-3123�

572-2180�

584-3777�

575-0068�

592-8123�

571-3373�

573-6003�

581-1203�

571-1777�

591-0511

永尾クリニック�

中村整形外科医院�

中山医院�

野北外科胃腸科医院�

樋口病院�

福岡徳洲会病院    �

藤崎内科循環器科医院�

本田耳鼻咽喉科医院�

マインド伊原春日クリニック�

まことクリニック�

孫田整形外科医院�

またけ内科胃腸科クリニック�

みのだ胃腸科内科クリニック�

みやい内科クリニック�

村山医院�

森園医院�

安永クリニック �

横山小児科医院�

渡辺病院�

和田整形外科医院�

あらまき� なが お�

なかむら�

なかやま�

の ぎた�

ひ ぐち�

ふじさき�

ほん だ�

いはら かす が�

まご た�

むらやま�

もりぞの�

やすなが�

よこやま�

わたなべ�

わ　だ�

ふくおかとくしゅうかい�

い  とう�

うえ だ�

おおにし�

おか べ�

おかもと�

こ�

かすがばる�

き　ど�

くわ の�

しのみや�

じん�

たけすえ�

ないとう�

うち�

さかきばら�

えんにゅうばし�

※　高齢者以外の人も受けることができます（全額自己負担）。

詳しくは各病医院に問い合わせてください。
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希望する時間と場所に、市職員が市政の説明や専

門的な話、情報などをお届けします。グループや団

体の学習に利用してみませんか。出前は無料です。

対象 市内に居住または通勤している人で構成する

10人以上の団体

派遣日時 毎日(一部を除く) 午前10時～午後9時

派遣場所 市内各所

講座時間 一講座90分以内

※　講座の種類や申込方法など、詳しくは問い合わ

せてください。

「春日を学ぶ会」が同塾を受講

9月3日、市民団体｢春日を学ぶ会｣の会員22人が、

このあすか塾を受講し、深刻な社会問題となってい

る不登校について学習しました。

受講後、参加者は｢現状がよく分かった。地域の若

い人たちにも、ここで学んだことを伝えたい｣と感想

を述べており、有意義な勉強会となったようです。

市は、10月18日から始まる全国一斉の「秋の行政相談週間」

にちなんで、相談所を開設します。

道路交通や通信、年金、保険など、国が行う業務の相談に応

じます。気軽に利用してください。

日時 10月27日(水) 午前10時～午後3時

会場 市役所205会議室

相談員
仲里　昇行政相談委員
1(591)2779（5兼用）

片野明子行政相談委員
1(596)6326（5兼用）

行政相談とは…

苦情や要望を聞いて、公正・中立な立場で国の機関に改善

を申し入れ、問題解決に努めます。

行政相談委員とは…

総務大臣から委嘱を受けた市内在住のボランティア相談員

で、この相談日以外でも、常時電話やファックスで相談を受

けています。

もちろん秘密は厳守します。

問い合わせ先 情報政策課広報担当
1(584)1111 5(584)1142

問い合わせ先 地域づくり課地域づくり担当
1(584)1111 5(584)1153

活用してみませんか

職員出前講座「あすか市民塾」

秋の行政相談週間

市役所1日相談所開設
昨
年
ま
で
、
毎
年
10
月
の
「
都
市
緑
化
月
間
」
に
開
催
し
て
き
た
苗
木
の

無
料
配
布
と
剪
定
講
習
会
を
取
り
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
の
緑
化
を
目
指
す
こ
の
事
業
を
20
年
間
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
、
お
お

む
ね
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様

の
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
長
年
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
緑
化
推
進
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
都
市
緑
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
公
園
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

苗
木
の
無
料
配
布
・
剪
定

せ
ん
て
い

講
習
会

取
り
や
め
の
お
知
ら
せ

なかざと　 のぼる

かた の あき こ
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問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

9月市議会において白水小学校用地（整理池）の造成工
事契約が承認され、10月8日と11日に、天神山小学校多
目的ホールで、この工事の方法や周辺道路の安全対策につ
いての説明会を行いました。
現在、現地で着工準備を進めており、これに並行して、

工事による震動や騒音、井戸の水枯れ・水質への影響など
について、周辺の井戸・家屋調査を進めています。
通学路については、児童の安全確保を最優先に考え、今
後、自治会や学校関係者などと協議しながら検討していき
ます。

私たちの周りには、さまざまな人権問題で悩んで

いる人がたくさんいます。差別や偏見の一日も早い

解消を願って、あなたも人権講座に参加してみませ

んか。

参加は無料です。気軽に参加してください。

時間 午後7時30分～9時

問い合わせ先 社会教育課社会教育担当
1(575)4121 5(593)7380

地区公民館で開催

ふれあい人権セミナーKASUGA

期日・会場� 演　題� 講　師�

11月  4日 (木 )　上白水公民館�

11月11日 (木 )　大和町公民館�

11月10日 (水 )　ちくし台公民館�

11月18日 (木 )　若葉台西公民館�

11月16日 (火 )　春日原南公民館�

11月19日 (金 )　須玖南公民館�

「身近な人権問題から」� 原口一夫さん（福岡県教育庁福岡教育�
事務所人権・同和教育室社会教育主事）�

長谷川伸子さん（福岡ジェンダー研究�
所理事）�

長阿彌幹生さん（教育文化研究所代表）�

ジョエル・アソグバさん（絵本作家）�

「男女共同参画社会について」�

「大人が変われば子どもも変わる」�

「人権尊重は差別をなくすことから」�

はらぐちかずお�

は  せ がわ のぶ こ�

ちょうあみ みき お�

ウトグチ�
瓦窯展示館�

運動場�

放課後児童�
クラブ舎用地�

あいあい保育園�

ウトグチ中池�

調整池�

西門�
春日西通り�

南門�

白水ヶ丘�

北門�

校舎�

調整池�
（地下）�

白水小学校計画配置図

※　9月末現在の計画図であり、変更が生じる場合があります。
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春
日
市
役
所�

○
山
び
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

10
月
31
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
容

▽
山
び
こ
王
コ
ン
テ
ス
ト

（
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
・
カ
プ
セ

ル
探
し
・
大
声
大
会
な
ど
）

▽
木
工
＆
竹
細
工
教
室
▽

ス
カ
イ
ダ
ー
タ
イ
ム
ア
タ

ッ
ク
レ
ー
ス
大
会
▽
し
し

汁
無
料
試
食
会
▽
地
元
野

菜
販
売
　
な
ど

○
も
み
じ
ま
つ
り

日
時

11
月
3
日
(水)
〜
23
日
(火)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
容

▽
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
エ

ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
▽
ス

カ
イ
ダ
ー
タ
イ
ム
ア
タ
ッ

ク
レ
ー
ス
大
会
▽
ス
キ
ー

レ
ッ
ス
ン
▽
植
物
観
察
会

▽
木
工
・
竹
細
工
教
室
▽

竹
炭
小
型
窯
体
験
教
室
▽

ヤ
ー
コ
ン
料
理
試
食
会
▽

バ
ザ
ー
　
な
ど

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ(
那

珂
川
町
五
ヶ
山
6
4
8)

※
　
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
や
参
加
費
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ

1(

953)

3
0
3
0

5(

953)

3
2
9
5

日
時

10
月
30
日
(土)
（
雨
天
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
（
原
町

3
―

1
―

1
）

内
容

▽
装
備
品
展
示
▽
和
太
鼓
演
奏

▽
ジ
ー
プ
試
乗
▽
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
（
バ
イ
ク
）

走
行
▽
物
産
展
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
基
地
広
報
班

1(

581)

4
0
3
1

同
会
の
薬
剤
師
と
一
緒
に
、
四
王
寺

山
の
薬
草
を
楽
し
く
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
3
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

（
集
合
　
午
前
9
時
30
分
）

集
合
場
所

文
化
ふ
れ
あ
い
館
横
多
目

的
広
場
（
太
宰
府
市
国
分
4
―

9
―

1
）

講
師

冷
川
　
襄
さ
ん
（
漢
方
原
田
薬

局
）

定
員

30
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
18
日
(月)
〜
26
日
(火)

に
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い

る
薬
局
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

同
会
事
務
局

1(

571)

8
1
1
6

5(

571)
8
1
4
6

日
時

10
月
23
日
(土)
・
24
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

同
刑
務
所
（
糟
屋
郡
宇
美
町
宇

美
2
4
0
0
）

内
容

▽
矯
正
施
設
見
学
▽
職
業
訓
練

や
就
業
状
況
、
教
育
活
動
な
ど

の
紹
介
▽
少
年
非
行
に
関
す
る

講
演
▽
刑
務
所
作
業
製
品
な
ど

の
展
示
即
売
▽
手
づ
く
り
木
工

教
室
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
刑
務
所
作
業
部
門

1(

932)

0
3
9
5

5(

932)

3
1
4
5

「
か
す
が
に
冒
険
遊
び
場
を
つ
く
ろ

う
会
」
で
は
、「
自
分
の
責
任
で
自
由

に
遊
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ロ
ー
プ
遊
び

や
泥
遊
び
、
木
工
、
基
地
づ
く
り
な
ど

が
で
き
る
遊
び
場
を
開
放
し
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）。

日
時

10
月
23
日
(土)
・
24
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

大
谷
ふ
れ
あ
い
公
園
（
大
谷
6

―

11
―

1
）

持
っ
て
く
る
物

▽
水
筒
▽
タ
オ
ル
▽

弁
当
（
必
要
な
人
の
み
）

※
　
汚
れ
て
も
い
い
服
装
（
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
な
ど
）
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

大
人
向
け
に
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
編

み
方
か
ら
設
営
ま
で
の
講
習
も
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
吉
井

1(

591)

2
2
6
2

5(

591)

2
2
9
1

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
高
校
生
以
上
の
人
お
よ

び
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に
所

属
す
る
人

日
時

11
月
14
日
(日)（
雨
天
時
21
日
(日)
）

午
前
9
時
30
分
〜

（
受
付
　
午
前
9
時
ま
で
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

種
目
（
い
ず
れ
も
A
級
・
B
級
）

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費

一
人
1
0
0
0
円
（
高
校

生
は
半
額
）

申
込
方
法

10
月
31
日
(日)
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
ペ
ア
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
種
目
を
書
い
て
送
る

※
　
ペ
ア
が
い
な
い
人
は
、
電
話
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
野
（
〒
816

―

0
8
3
1
大
谷
5
―

84
―

1
―

6
0
5
）

1(

571)

5
6
1
5
（
5
兼
用)

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

山
び
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
も
み
じ
ま
つ
り

航
空
自
衛
隊

春
日
基
地
開
庁
記
念
行
事

ご

か
や
ま

こ
く
ぶ

ひ
や
か
わ
　
の
ぼ
る

は
る
だ

う
　
み

よ
し
い

か
す
や

な
が
の

(社)
筑
紫
薬
剤
師
会

薬
草
観
察
会

福
岡
刑
務
所

福
岡
矯
正
展
〜
地
域
社
会
と
と
も
に
〜

「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」

冒
険
遊
び
場

参
加
者
募
集

や
よ
い
の
里
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会



市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
と
体
を
鍛

え
ま
し
ょ
う
。

○
天
神
山
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象

小
学
1
〜
6
年
生

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
5
時
〜
6
時
30
分

練
習
場
所

天
神
山
小
学
校
（
上
白

水
1
6
9
―

2
）

会
費

月
額
3
1
5
0
円

○
走
り
方
教
室
（
陸
上
競
技
）

対
象

小
学
生
以
上
の
人

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日(

月
4
回)

午
後
5
時
〜
6
時

練
習
場
所

大
谷
小
学
校
（
大
谷
4

―

1
）

会
費

月
額
2
1
0
0
円

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

1(

595)

5
1
9
7
（
5
兼
用
）

e
a
g
le
s@
csf.n

e
.jp

初
心
者
で
も
で
き
る
簡
単
な
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
人

日
時

11
月
20
日
〜
12
月
18
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
5
回
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階
体
育

室
（
大
谷
6
―

28
）

受
講
料

1
0
0
0
円

定
員

28
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

11
月
13
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
う
講
演
会
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
13
日
(土)

午
後
2
時
〜
6
時

会
場

春
日
野
小
学
校
（
春
日
公
園
4

―

1
―

1
）

演
題
・
内
容
・
定
員

▽
「
環わ

が
　
ま
ち
　
つ
く
し
」

街
角
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
盛
り
込
ん
で
、
夢
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

3
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

▽
「
地
球
（
つ
く
し
）
を
み
つ
め
よ
う
」

小
学
4
〜
6
年
生
を
対
象
に
、
牛

乳
パ
ッ
ク
か
ら
の
再
生
紙
作
り
を
体

験
し
な
が
ら
身
近
な
環
境
問
題
を
考

え
ま
す
。

1
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
青
年
会
議
所
事
務

局

1(

924)

8
3
3
8

5(

921)

2
9
0
6

日
時

11
月
14
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
A
（
原
町
3
―

1

―

7
）

演
題

「
脊
髄
小
脳
変
性
症
に
つ
い
て
」

講
師

酒
井
徹
雄
さ
ん
（
柳
川
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
神
経
難
病

セ
ン
タ
ー
長
）

参
加
費

一
世
帯
5
0
0
円

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
車
イ

ス
使
用
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
平
畑

1
0
9
4
8(

28)

6
4
0
8
（
5
兼
用
）

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対
象

に
、
画
像
の
取
り
込
み
や
住
所
録
の
作

成
、
印
刷
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

今
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
（
い
ず
れ
も
計
3
日
）

①
11
月
8
日
(月)
・
10
日
(水)
・
12
日
(金)

②
11
月
22
日
(月)
・
24
日
(水)
・
26
日
(金)

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

同
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

受
講
料

9
0
0
0
円(

資
料
代
込
み
）

定
員

各
10
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
16
日
(日)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

日
時

11
月
7
日
(日)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分

会
場

同
大
学
講
堂
（
太
宰
府
市
五
条

4
―

16
―

1
）

演
題

「
音
楽
の
力
と
は
何
か
〜
日
本

の
現
代
社
会
と
音
楽
療
法
〜
」

講
師

松
井
紀
和
さ
ん
（
日
本
音
楽
療

法
学
会
副
理
事
長
）

参
加
費

5
0
0
円

定
員

3
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
学
庶
務

課
（
〒
818
―

0
1
9
3
太
宰
府

市
五
条
4
―

16
―

1
）

1(

922)

2
2
9
6

5(

922)

6
4
5
3

sh
o
m
u
@
fu
ku
o
ka
-in
t-u
.g
c.jp

今
年
の
年
賀
状
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
に
も
分
か

り
や
す
く
教
え
ま
す
。

コ
ー
ス
名
・
日
程
・
時
間

○
昼
間
・
夜
間
コ
ー
ス
（
各
計
6
回
）

11
月
2
日
(火)
〜
18
日
(木)
の
毎
週
火
・

木
曜
日
　

▽
昼
間
コ
ー
ス
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
夜
間
コ
ー
ス
　
午
後
6
時
〜
8
時

○
短
期
集
中
コ
ー
ス
（
計
3
回
）

11
月
22
日
(月)
・
25
日
(木)
・
30
日
(火)

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

同
公
民
館
（
春
日
1
―

1
1
1
）

受
講
料

1
万
2
0
0
0
円

定
員

各
8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
18
日
(月)
〜
27
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

コ
ー
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

571)

4
1
4
9

5(

571)

7
9
2
1

情
報
ひ
ろ
ば

10

N
P
O
法
人
春
日
イ
ー
グ
ル
ス

サ
ッ
カ
ー
・
走
り
方
教
室
生
募
集

受
講
生
募
集

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

講
演
・
講
座

福
岡
県
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会

福
岡
地
区
医
療
講
演
会
・
交
流
会

ひ
ら
は
た

さ
か
い
て
つ
お

や
な
が
わ

春
日
市
商
工
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会「
年
賀
状
作
成
講
座
」

(社)
つ
く
し
青
年
会
議
所

こ
ど
も
と
大
人
で
つ
く
る
、つ
く
し
夢
物
語

音
楽
療
法
に
つ
い
て

福
岡
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座ご

じ
ょ
う

ま
つ
い
と
し
か
ず

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
講
座



情
報
ひ
ろ
ば

11

国
保
い
ろ
い
ろ

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
の
申
請

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
1
カ
月
に
同
じ
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
が
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

申
請
す
る
と
超
え
た
分
の
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
春
日
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
、
1
カ
月

に
複
数
回
、
各
医
療
機
関
に
2
万

1

0
0
0
円
以
上
支
払
い
、
そ
の

合
計
額
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
場
合
も
同
様
に
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
対
象
と
な

る
の
は
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
治

療
費
の
み
で
、
入
院
時
の
食
事
代

や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
除
き
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑

▽
病
院
の
領
収
書

▽
預
金
通
帳
な
ど
振
込
先
が
分
か

る
も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
保
年
金
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

独
立
開
業
を
考
え
て
い
る
人
や
開
業

後
1
年
未
満
の
人
を
対
象
に
、
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。受

講
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
15
日
(月)
・
18
日
(木)
・
22
日

(月)
・
25
日
(木)
（
計
4
日
）

午
後
7
時
〜
10
時

会
場

博
多
南
駅
前
ビ
ル
2
階
多
目
的

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
那
珂
川

町
中
原
2
―

1
2
0
）

内
容

▽
お
金
の
管
理
と
税
務
処
理
▽

売
り
方
の
コ
ツ
▽
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
演
習
▽
組
織
づ
く
り
▽
社

会
保
険
・
労
働
保
険
▽
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
　
な
ど

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

11
月
10
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

○
た
の
し
い
は
が
き
＆
P
O
P
講
座

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
筆

王
」
を
使
っ
て
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
年
賀
状
や
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

広
告
の
作
り
方
を
教
え
ま
す
。

日
程

11
月
15
日
(月)
〜
19
日
(金)
（
5

日
間
）

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館
（
筑
紫

野
市
湯
町
3
―

2
―

5
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
習

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対

象
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を

使
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

や
作
成
・
公
開
方
法
の
基
礎
を
教
え

ま
す
。

日
程

11
月
8
日
(月)
〜
12
日
(金)
（
5

日
間
）

会
場

那
珂
川
町
商
工
会
館
（
那
珂

川
町
西
隈
1
7
7
―

1
）

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

受
講
料

1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み)

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
15
日
(金)
〜
29
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

1(

581)

3
5
5
7

5(

581)

3
5
5
8

同
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
を

も
と
に
、
痴
呆
の
予
防
や
介
護
方
法
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
が
対
象
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
24
日
(日)

①
午
前
11
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
3
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

定
員
　
40
人
（
申
込
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

595)

8
1
8
8

5(

595)

6
3
6
1

日
時

10
月
27
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

場
所

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
（
那

珂
川
町
仲
2
9
4
―

1
）
裏
の

田
ん
ぼ

※
　
当
日
は
、
旗
を
立
て
て
い
ま
す
。

参
加
費

一
家
族
2
0
0
円

※
　
焼
き
芋
を
す
る
予
定
で
す
。
サ
ツ

マ
芋
や
リ
ン
ゴ
な
ど
、
焼
き
た
い
も

の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

10
月
22
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

572)

8
7
4
0
（
5
兼
用
）

kn
e
t-ksg

@
csf.n

e
.jp

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
が
対
象
で
す
。

託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

11
月
16
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
手
帳
▽
エ

プ
ロ
ン
▽
三
角
巾
▽
託
児
に
必

要
な
道
具
（
名
前
を
書
く
）

参
加
費

2
0
0
円
（
実
習
材
料
費
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
18
日
(月)
〜
11
月
5
日

(金)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の

生
年
月
日
、
託
児
の
有
無
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

国民健康保険被保険者の医療費の自己負担限度額�

１カ月の自己負担限度額�

住
民
税
課
税
世
帯�

上位�
所得世帯�

一般世帯�

住民税非課税世帯�

※�

139,800円＋(かかった医療費－ 

466,000円)×1％ 

72,300円＋(かかった医療費－ 

241,000円)×1％ 

35,400円 

※　世帯の国保加入者全員の基礎控除後の所得の合計額が、670�
　万円を超える世帯のこと。（所得の申告をしていない国保加入者�
　がいる場合も上位所得世帯とみなす）�

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

パ
ソ
コ
ン
講
座

経
営
の
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん
か

創
業
塾

な
か
ば
る

ゆ
ま
ち

に
し
ぐ
ま

か
す
が
の
郷
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

痴
呆
症
の
予
防
と
ケ
ア

子
育
て

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

た
ん
ぼ
D
E
遊
ぼ
う
！

ち
ゅ
う

き
ん

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方

離
乳
食
教
室



肉
と
海
藻
、
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
な
ど
を
含
む
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
主
菜
で
す
。

材
料
（
4
人
分
）

豚
薄
切
り
肉
　
3
0
0
g

ワ
カ
メ(

戻
し
た
も
の)

1
0
0
g

生
シ
イ
タ
ケ
　
1
0
0
g

ニ
ン
ジ
ン
　
50
g

調
味
料

▽
砂
糖
　
大
さ
じ
3

▽
酒
　
大
さ
じ
3

▽
み
り
ん
　
大
さ
じ
1
・
1/2

▽
し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
3

青
ジ
ソ
　
8
枚
程
度

作
り
方

①
ワ
カ
メ
は
水
気
を
切
り
、
肉
の

枚
数
に
合
わ
せ
て
等
分
す
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
か
さ
は
薄
切
り
に

し
、
軸
は
細
く
裂
く
。
ニ
ン
ジ

ン
は
千
切
り
に
す
る
。

②
肉
は
1
枚
ず
つ
幅
の
狭
い
ほ
う

を
手
前
に
し
て
縦
長
に
広
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
わ
か
め
、
シ
イ
タ
ケ
、

ニ
ン
ジ
ン
を
の
せ
て
巻
く
。

③
巻
き
終
わ
り
を
下
に
し
て
鍋
に

並
べ
、
水
を
ひ
た
ひ
た
よ
り
少

な
目
に
注
ぎ
、
落
と
し
ぶ
た
を

し
て
火
に
か
け
る
。
煮
立
っ
た

ら
ア
ク
を
と
り
、
焦
げ
な
い
よ

う
に
鍋
を
ゆ
す
る
。

④
砂
糖
と
酒
を
加
え
、
弱
め
の
中

火
で
5
〜
6
分
煮
る
。

⑤
み
り
ん
と
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
、

汁
気
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
ま

で
煮
詰
め
る
。

⑥
火
を
止
め
て
2
〜
3
分
お
く
。

斜
め
に
切
っ
て
2
等
分
に
し
、

シ
ソ
を
敷
い
た
皿
に
盛
る
。
シ

ソ
を
巻
い
て
食
べ
る
。

熱
量(

1
人
分)

1
9
7
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）
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保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
、
離

乳
食
や
育
児
、
成
長
発
達
、
予
防
接
種

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

11
月
9
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

日
の
出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
日
の
出
町
2
―

61
―

12
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
27
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
11
月
2
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
11
月
4
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町
2
―

2

―

1
）

▽
11
月
16
日
(火)

太
宰
府
市
役
所
（
太

宰
府
市
観
世
音
寺
1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)
3
3
4
2

11
月
6
日
(土)
、
7
日
(日)
の
文
化
祭
に

出
品
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

募
集
作
品

▽
書
道
▽
絵
画
▽
墨
絵
▽

写
真
▽
木
彫
▽
手
芸
▽
陶
芸
▽

俳
句
▽
短
歌
▽
盆
栽
▽
生
け
花

※
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
、

各
地
区
公
民
館
に
あ
る
出
品
申
込
書

裏
面
の
要
項
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
公
民
館

担
当

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

こ
の
機
会
に
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
・
内
容

▽
10
月
29
日
(金)

午
前
10
時
〜
正
午

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
11
月
3
日
(水)

午
前
9
時
〜
午
後
3

時ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
（
障
害
者
文
化

祭
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

定
員

10
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
28
日
(木)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

501)

1
1
3
6
（
5
兼
用
）

募
　
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

相
　
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

あ
け
ぼ
の
ま
ち

か
ん
ぜ
お
ん
じ

な
こ
く

作
品
募
集

第
31
回
春
日
市
文
化
祭

参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
隊
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勤
務
内
容

郵
便
物
の
区
分
け
や
配
達

採
用
期
間

12
月
14
日
(火)
〜
平
成
17
年

1
月
8
日
(土)
（
予
定
）

募
集
人
員

4
0
0
人
程
度
（
選
考
あ

り
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
郵
便
局
総

務
課

1(

581)

0
1
5
1

5(

501)

1
3
7
9

11
月
23
日
(火)
に
行
う
「
か
す
が
Y
O

S
A
K
O
I
カ
ー
ニ
バ
ル
！
」
の
会
場

設
営
・
整
理
や
受
付
な
ど
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

当
日
の
み
の
お
手
伝
い
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
一
緒
に
カ
ー
ニ
バ
ル
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
携
帯

電
話
番
号
（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先

同
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
　
陸
門
　
薫

1(

596)

6
5
0
0
（
5
兼
用
）

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

同
カ
ー
ニ
バ
ル
の
中
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。
友
達
や
家

族
と
一
緒
に
出
店
し
て
み
ま
せ
ん

か
。な

お
、食
品
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

対
象

20
歳
以
上
の
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
（
業
者
不
可
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

市
役
所
市
民
駐
車
場

参
加
費

1
0
0
0
円

定
員

1
0
0
組

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
市
民
を

優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法

10
月
31
日
(日)
（
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
携
帯
電
話
番

号
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、

年
齢
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
カ
ー
ニ

バ
ル
実
行
委
員
会
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
担
当
　
近
藤

マ
リ
子
（
〒
816
―

0
8
3
1

大
谷
9
―

40
―

5
2
6
）

1(

574)

8
2
3
0
（
5
兼
用
）

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
臓
器
を

提
供
し
た
い
か
ど
う
か
、
あ
な
た
の
意

思
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

日
本
に
は
、
臓
器
の
提
供
を
待
つ
患

者
が
約
1
万
3

0
0
0
人
い
ま
す
。

そ
の
命
を
救
う
の
は
、
医
師
と
あ
な
た

の
意
思
、
そ
し
て
家
族
の
理
解
で
す
。

こ
の
機
会
に
、「
あ
な
た
か
ら
の
か
け

が
え
の
な
い
贈
り
物
『
臓
器
移
植
』」

に
つ
い
て
家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
は
、

市
役
所
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。
臓
器

提
供
の
意
思
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

(財)
福
岡
県
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー

1(

432)

5
5
7
7

5(

415)

3
1
1
5

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
。

○
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

期
日

11
月
2
日
(火)

演
題

「
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
〜
ア
ル
コ
ー

ル
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を

考
え
る
〜
」

講
師

園
本
　
建
さ
ん
（
乙
金
病
院

副
院
長
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

○
思
春
期
保
健
福
祉
講
演
会

期
日

11
月
11
日
(木)

演
題

「
思
春
期
の
子
供
た
ち
の
心

の
叫
び
〜
診
療
室
を
訪
れ

る
子
供
た
ち
と
そ
の
家
族

を
と
お
し
て
〜
」

講
師

田
中
里
香
さ
ん(

ス
タ
ジ

オ
・
リ
カ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長)

定
員

90
人
（
申
込
先
着
順
）

時
間

午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
保

健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

1(

513)

5
5
8
5

5(

592)

8
4
4
4

福
　
祉

博
多
南
郵
便
局

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

む
つ
か
ど
　
か
お
る

そ
の
も
と

け
ん

た
な
か
　
り
　
かし

ら
き
ば
る

お
と
が
ね

こ
ん
ど
う

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
福
祉
講
演
会

い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
思
い
や
り

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

参加者募集�

500万人トーチランININ春日�500万人トーチランIN春春日�500万人トーチランIN春
～すべてはアスリートの笑顔のために～�

　来年2月、アジア圏で初めて、知的障害者
のオリンピック「第8回スペシャルオリンピ
ックス」が長野県で開催されます。�
　春日市の障害者関係6団体とボランティ
アでつくる ｢500万人トーチランIN春日」実
行委員会では、このスペシャルオリンピッ
クス活動と知的障害に対する理解を広める
ため、聖火リレー（トーチラン）を行います。
　参加は無料で、誰でも参加できます。一人
でも多くの参加をお待ちしています。�
日時　11月28日(日)　午前9時～午後2時�
会場　クローバープラザ屋外グラウンド（原

町3―1―7）�
リレーコース　 クローバープラザ→航空自

衛隊外周→春日公園→クローバープ
ラザ（約4㎞）�

募集区分・対象�
○トーチランナー（障害の程度に応じて1区
間50m～500mをトーチを掲げて走る）�
　対象　障害のある人�
○随走ランナー（20人以内のチームを組んで、
600mから1㎞を応援しながら一緒に走る）�
　対象　小学生以上の人（グループでの参

加可）�
申込方法　10月30日(土)までに電話かフ

ァックスで申し込む�
申込・問い合わせ先　かすがボランティア

センター（春日市社会福祉協議会内）�
　1(581)7225　5(581)7258�
※　支援ボランティアも募集しています。�
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「
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
納
得
で
き

な
い
」。
こ
ん
な
思
い
を
持
つ
人
の
た

め
に
、
検
察
官
が
行
っ
た
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関

が
、
検
察
審
査
会
で
す
。

検
察
審
査
会
は
全
国
に
2
0
1
カ

所
、
県
内
に
は
7
カ
所
あ
り
、
福
岡
地

区
は
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。も

し
、
あ
な
た
が
こ
の
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
に
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
検
察
審
査
会
事
務

局
（
福
岡
地
方
裁
判
所
内
）

1(

781)

3
1
4
1

最
近
、
自
転
車
の
幼
児
用
座
席
に
乗

せ
て
い
た
子
ど
も
が
、
転
倒
な
ど
で
ケ

ガ
を
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
幼

稚
園
児
の
保
護
者
3
人
に
1
人
以
上
が

こ
う
し
た
経
験
を
持
ち
、
そ
の
3
割
が

「
停
車
中
」、
ま
た
ケ
ガ
の
部
位
の
3
割

以
上
が
「
頭
部
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ケ
ガ
は
保
護
者
の
責
任
で

す
。
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
を
幼
児
用
座
席
に
乗
せ
た

ら
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を
離
さ
な
い

▽
子
ど
も
は
最
後
に
乗
せ
、
最
初
に
降

ろ
す

▽
交
通
法
規
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
る

問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課
管
理
担

当

1(

584)

1
1
1
1

5(
584)

1
1
4
3

市
は
、
市
内
の
団
体
や
企
業
、
ま
た

は
市
内
に
居
住
、
通
勤
・
通
学
す
る
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
の
自

主
的
な
研
修
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容
　
▽
講
師
謝
金
（
2
万
1

0
0
0
円
を
限
度
）
▽
託
児
費

用
（
3
0
0
0
円
を
限
度
）

申
請
方
法

研
修
実
施
日
の
7
日
前
ま

で
に
申
請
す
る

※
　
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課
男
女
共
同
参
画
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

現
代
で
は
、
ス
ト
レ
ス
や
不
規
則
な

生
活
、
生
活
環
境
の
変
化
、
偏
っ
た
食

生
活
の
せ
い
で
、
人
間
の
体
に
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、「
不
妊
症
」
の

原
因
を
作
る
場
合
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

不
妊
症
と
は

生
殖
可
能
な
年
齢
で
、
妊
娠
を
期
待

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
年
以

上
妊
娠
し
な
い
場
合
を
「
不
妊
症
」
と

い
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
1
年
で
不
妊

症
と
診
断
す
る
場
合
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

不
妊
症
の
原
因

不
妊
症
は
、
女
性
側
に
原
因
が
あ
る

場
合
が
お
よ
そ
1
／
3
、
男
性
側
が

1
／
3
、
両
者
に
よ
る
も
の
が
1
／
3

と
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
女
性
側
に
原

因
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。女

性
が
原
因
の
場
合
、
卵
管
や
卵
巣
、

子
宮
な
ど
の
問
題
で
、
う
ま
く
排
卵
で

き
な
い
（
無
排
卵
）、
卵
管
の
通
り
が

悪
い
、
受
精
卵
が
着
床
し
に
く
い
な
ど

の
障
害
が
起
こ
り
、
妊
娠
に
至
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
筋
腫

や
子
宮
内
膜
症
、
さ
ら
に
、
最
近
増
加

し
て
い
る
性
感
染
症
（
梅
毒
、
淋
病
、

ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど
）
が
そ
の
原
因
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

男
性
が
原
因
の
場
合
は
、
精
子
の
数

が
少
な
い
、
ま
っ
た
く
な
い
、
精
子
は

あ
っ
て
も
運
動
率
が
低
く
卵
子
の
所
ま

で
た
ど
り
着
け
な
い
、
奇
形
が
あ
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

主
な
不
妊
症
の
治
療

そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
あ
っ
た
治
療
が

行
わ
れ
ま
す
。

○
ホ
ル
モ
ン
療
法

排
卵
障
害
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
に
よ
る

機
能
的
な
障
害
に
対
す
る
療
法
。

○
体
外
受
精

卵
巣
か
ら
卵
子
を
取
り
出
し
、
体

外
で
精
子
と
卵
子
を
受
精
さ
せ
、
そ

の
受
精
卵
を
子
宮
内
へ
戻
す
方
法
。

○
顕
微
受
精

精
子
を
取
り
出
し
、
卵
子
の
中
に

直
接
注
入
し
て
受
精
さ
せ
る
方
法
。

不
妊
治
療
を
受
け
る
か
受
け
な
い
か

は
、
夫
婦
が
自
分
た
ち
で
決
め
る
こ
と

で
す
。
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
妊
娠
し
な
い
と
悩
ん
で
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
度
不
妊
外
来
が
あ
る

医
療
機
関
を
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
　
不
妊
治
療
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ

て
、
妊
娠
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
課
保
健
師
　
寺
田
て
ら
だ

貴
代
き

よ

不
妊
症

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�
そ
の
他

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

事
故
が
増
え
て
い
ま
す

自
転
車
の
幼
児
用
座
席
の
使
用

支
援
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
研
修
会

不妊に悩む夫婦を支援します
○福岡県不妊治療費助成制度
助成要件
県内（北九州市、福岡市を除く）に1年以上居住
する戸籍上の夫婦
夫婦の所得の合計が650万円未満
医師が体外受精や顕微受精などの不妊治療が必
要と診断

助成額 年度あたり1回10万円を限度に助成（連
続2年度まで）

申請・問い合わせ先 筑紫保健福祉環境事務所
1(513)5626 5(592)8444

○不妊専門相談センター
専門の医師や助産師が相談に応じます（要予約）。

秘密は厳守します。
相談日時 毎月第3金曜日　

午後1時30分～3時30分
※　電話での相談も受けます（平日・午前9時～午
後5時）。

予約・相談先 同センター（久留米市合川
あいかわ

町1642
―1久留米保健福祉環境事務所内）

10942(37)8301
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油
断
大
敵

8
月
下
旬
、
ふ
と
遠
出
が
し
た
く
な

り
、
北
九
州
方
面
へ
車
を
走
ら
せ
て
い

た
時
の
こ
と
▼
以
前
か
ら
車
の
ハ
ン
ド

ル
が
少
し
ぐ
ら
つ
き
、
手
を
離
す
と
車

は
緩
や
か
に
左
の
方
へ
。
タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
が
原
因
か
な
と
軽
く
考
え
な
が
ら

走
行
し
て
い
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

給
油
が
必
要
に
。
早
速
ス
タ
ン
ド
で
空

気
圧
を
計
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
▼
と
こ

ろ
が
、
給
油
後
に
店
員
が「
こ
れ
以
上
走

る
の
は
危
険
で
す
よ
」と
一
言
。
ビ
ッ
ク

リ
し
な
が
ら
説
明
を
聞
く
と
、
タ
イ
ヤ

の
内
部
が
一
部
破
損
し
、
そ
の
部
分
が

膨
ら
ん
で
い
る
た
め
車
が
真
っ
す
ぐ
走

ら
な
い
と
の
こ
と
。
触
っ
て
確
認
す
る

と
、
確
か
に
前
輪
右
タ
イ
ヤ
の
一
部
が

コ
ブ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
い
つ
破
裂
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
の
説
明
で
、
そ
の
場
で

タ
イ
ヤ
を
交
換
。
何
と
か
無
事
に
目
的

地
に
到
着
し
ま
し
た
▼
も
し
あ
の
時
、

セ
ル
フ
式
の
ス
タ
ン
ド
に
入
っ
て
自
分

で
給
油
し
、
タ
イ
ヤ
を
交
換
し
て
い
な

か
っ
た
ら
…
。
事
故
を
起
こ
し
て
他
人

を
巻
き
込
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
、
今
で
も
背
筋
が
凍
り
ま
す
▼

気
候
も
良
く
な
り
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
目
前
。
楽
し
い
思
い
出
作
り
の
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
は
出
発
前
の
点
検
を
お

忘
れ
な
く
。

○ひ

相　　談�

市無料法律相談(月1回)
10月20日(水)・11月17日(水)・12

月15日(水) 受付8時50分 定員15
人(9時の抽選で決定) 市役所2階市民
相談室 1(584)1111

商工会無料法律相談(月1回)
11月4日(木)・12月1日(水) 受付

8時30分～(窓口先着6人) 相談13～
15時 春日市商工会 1(581)1407

県無料法律相談
毎週金曜日 13～16時 電話予約

が必要(先着6人) 県民相談室(県庁
内) 1(651)1234

有料法律相談
月～金曜日10～19時 土・日・祝

日10～13時 1人30分程度で料金は
5,250円 電話予約が必要 天神弁護
士センター 1(741)3208

県交通事故相談
月～金曜日 9～17時 県交通事

故相談所(県庁内) 1(622)0403

県巡回交通事故相談(月1回)
毎月第2火曜日 受付10～15時

市役所2階市民相談室 1(584)1111

交通事故被害者電話相談
月～金曜日 13時～16時 交通事

故被害者サポートセンター 1(741)
2270

犯罪被害者の電話相談
毎週火曜日 16～19時 天神弁護

士センター 1(738)8363▽
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シルバー110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 1(584)3344

定例人権相談(月1回)
11月2日(火)・12月7日(火) 10～

15時 市役所2階市民相談室
1(584)1111

人権相談
月～金曜日 8時30分～17時 福

岡法務局筑紫支局 1(922)2881

春日市消費生活相談
毎週月・木曜日 10～15時 市役

所2階市民相談室 1(584)1111

福岡県消費生活相談
月～金曜日 9～17時 消費生活

センター 1(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
月～金曜日 18～20時 福岡県司

法書士会 1(722)4131

心配ごと相談
毎週水曜日 10～15時 春日市社

会福祉センター4階 1(581)7225

不安・悩み電話相談
24時間いつでも可 福岡いのちの

電話 1(741)4343

不動産相談
毎月第1・3木曜日 13～16時

県民相談室(県庁内) 電話予約が必
要 1(651)1234

住宅相談
月～金曜日 10～17時 住宅情報

プラザ福岡(県建築住宅センター内)
1(725)0876
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�子育て・子どもの悩み相談

月～土曜日(祝日を除く) 9時30分
～18時 子育て支援センター家庭児童
相談室(すくすくプラザ内) 1(584)
1015

子ども・家庭電話相談
年末年始を除く毎日 9時～17時

30分 県看護等研究研修センター
1(733)8400

子どもの人権110番(電話相談)
毎週土曜日 12時30分～15時30

分 天神弁護士センター 1(752)
1331

福岡県障害者110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 1(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
月～金曜日9～18時 土曜日9～13

時 福岡いのちの電話 5(721)
4343

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
月～金曜日 10～17時 ちくし女

性ホットライン 1(513)7335

女性のための総合相談
月曜日を除く毎日 受付9時30分～

16時 あすばる相談室(県クローバー
プラザ内) 1(584)1266

性犯罪などの電話相談
月～金曜日 8時30分～17時15

分 福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
1(632)7830

痴ほう相談
月～土曜日 8時30分～18時30

分 かすがの郷在宅介護支援センタ
ー 1(595)8188▽
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法律相談

子どもに関する相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

このコーナーの詳しいことは、各窓
口にお尋ねください。



市 の 人 口

●市の人口 109,687人

女 55,854人　男 53,833人

●世 帯 数 42,840世帯
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9月14日、白水大池公園展望
塔より撮影。白水池の水面には、
美しい秋の青空が映っていまし
た。

表
紙
の
写
真

7世紀の須恵器
す え き

の硯。写
真手前は惣利北遺跡、奥は
浦ノ原
うらのはる

窯跡群
かまあとぐん

から出土しま
した。
手前が亀の甲羅部分、奥

は腹部分で墨をする構造に
なっています。

（奴国
なこく

の丘歴史資料館）

亀形
かめがた

硯
すずり

(9/15現在)

9月24日、須玖小学校すぐっこホールで成人講座が行われました。

この講座は、同小学校PTA文化委員会が、毎年開催しているもので、

今回は、全国各地で子育てに関する講演を数多く行っている諸岡
もろおか

和彦
かずひこ

さんを招いて行われました。

｢家庭での教育の中で、子どもに6つの『り』①いたわり
．
②ゆとり

．

③思いやり
．
④心配り

．
⑤こだわり

．
⑥ほこり

．
の気持ちが芽生える｣という、

諸岡さんの身近な体験談を交えた話に、参加者は自らの子育てを改め

て見つめ直していたようです。 （広報レポーター　福山
ふくやま

正美
まさみ

）

子どもの教育、大切なのは家庭　須玖小PTA成人講座

大谷小学校の通学路で、9月1日、大和町方面から通学する児童が利用す

る坂口町交差点の青信号の点灯時間が、23秒から28秒に延長されました。

交通量の多い県道31号線のこの横断歩道では、児童が右左折する車に追

い立てられるように渡っていることが、ずっと保護者の心配の種でした。

そこで、春日原交番も交えてPTAの地区懇談会で話し合い、7月30日に

県警察本部に時間延長を要望したところ、朝の登校時間帯のみ5秒間の延長

が実現したものです。

この日、安心して渡る児童を見送りながら、保護者たちが「わずか5秒で

すが、その安全効果は計り知れません。本当によかった」と素早い対応に

感謝していました。 （広報レポーター　姚
よう

暁珊
しょうさん

）

わずか5秒が安全につながる　大谷小通学路改善

敬老の日の9月20日、春日中学校の生徒約200人が、福岡市南区横手

南町の特別養護老人ホーム回生園
かいせいえん

を訪問し、お年寄りを慰問しました。

同校の生徒会が、20年以上にわたって自主的に続けているもので、

この日は参加を希望する生徒が学校から歩いて同園に到着。舞台でさ

まざまな出しものを演じたり、お年寄りと一緒にクイズを楽しんだり

してひとときを過ごしました。

今回の企画に携わった生徒会役員は「この活動は春日中生徒会の伝

統です。来年も新たな企画で続けます」と抱負を述べていました。

敬老の日に続けて20余年　春日中生徒会慰問活動

も
う
慌
て
て
渡
ら
な
く
て
よ
く
な
っ
た
よ
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